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【自己紹介】

2011年3月11日 東日本大震災発災

同年7月 もりおか復興支援センター 開所(盛岡市事業)

(～2015年10月) 生活支援相談員として盛岡市に避難してきた世帯へ全戸訪問

(最大約750世帯)4年間で17500件訪問

2012年10月 フードバンク岩手 設立準備開始

2014年10月 フードバンク岩手 活動開始(2015年1月法人格取得) 

2015年11月 全国フードバンク推進協議会発足

2017年4月～ 東北地方のフードバンク団体のネットワーク構築

2019年5月24 食品ロス削減推進法成立

2019年10月 東北フードバンク連携センター設立（2021年12月一般社団法人格取得）

2022年6月 フードバンク岩手「認定NPO法人」に認定

「認定特定非営利活動法人 フードバンク岩手 副理事長/事務局長」

「一般社団法人 全国フードバンク推進協議会 理事」

「一般社団法人 東北フードバンク連携センター 専務理事」

「一般社団法人 さいわい 理事」

「一般社団法人 岩泉よりそい・みらいネット 理事」

「一人ひとりが大事にされる災害復興法をつくる会 世話人」

「3.11から未来の災害復興制度を提案する会 代表」
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学習支援

【 フードバンクとは 】

企業などから集めた食品を管理し福祉施設・団体など
”個人を支援する組織“に届けることをフードバンク活動と呼び、

直接個人へ手渡したり郵送したりする取り組みは
パントリー（食料庫・食料支援）活動と呼ばれています。

施設 ・ 生活困窮者支援団体
学習支援 ・ 子ども食堂等を通じた

間接支援

他県や他地域の
フードバンク団体
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FBからの
直接支援等

個人・世帯への直接支援
（パントリー）



【 年度別 食料品入出庫量 】

■入庫 ■出庫
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【 各機関との連携(フードバンクと食料支援実施機関) 】

市役所・町村役場
生活福祉課等
こども関係課

社会福祉協議会
CSW・貸付

生活困窮者
自立支援相談窓口

生活困窮者
SOS

民生児童委員

役所・役場
地域福祉関係
環境関係課

地域包括支援
センター

NPO等
母子支援

被災者支援
シェルター

災害/防災

病院

弁護士

児童養護施設

市民・企業

学校・SSW

NPO等
子ども食堂等

学習支援

食料支援要請

食料品
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他県・他地域
フードバンク



困りごとを相談

食料支援要請

食料支援(よりそい支援)

食料品の譲渡(後方支援)
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件数

1007

713

【 食品支援依頼・譲渡件数　2021年度 】

支援機関等からの緊急的依頼件数

その他支援機関からの食料支援依頼件数



【 食料支援の良いところ 】

【 即時対応 】
・ 所持金ほぼ０円の方への緊急的状況にも対応ができる

・ 各制度や生活保護などの支給開始までのつなぎ

・ 生活に欠かせない食料品をお渡しすることによって家計を助けることができる

・ 何にでも交換可能な金銭と違って、食のためだけに利用される

・ 無駄に貸付を増やさない

【 発見とつなぎ 】

・ 困っている人からのSOSの発信、早期発見やつなぎ

【 受け渡しの良さ 】

・ 食料品の受け渡しの際に手渡し出来る為、必ず本人に会える

・ 食料品を持参(または窓口等でお渡し)することにより信頼関係を構築することが出来る

【 食料支援で気を付けること 】

・ 依存「させない」「しない」
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【 H23年７月11日 もりおか復興支援センター開所 】

全戸訪問及び電話・窓口相談（H27年9月末）

↓ （訪問14775件・窓口相談2311件・電話相談1298件）

相談内容に変化
↓ （生活に関わる相談の増加）

生活困窮世帯 → 食料支援（H23年10月より開始）

食料支援は有効 (食品提供ではなくツールとして)

フードバンク岩手設立（H26年10月）
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避難者等世帯数

平成24年6月 714 137 (19.2%)

平成25年5月 715 114 (15.9%)

平成26年5月 672 93 (13.8%)

平成27年5月 654 53 (8.1%)

食料支援世帯数



【 生活で困った時に頼み事をできる人、「いる？」・「いない？」 】

登録全世帯
（聞取り総数 518 / 700世帯）

食料支援世帯(経済的貧困世帯)
（聞取り総数 119 / 136世帯）

2012年 9月

登録全世帯
（聞取り総数 549 / 649世帯）

2013年 9月

食料支援世帯(経済的貧困世帯)
（聞取り総数 106 / 116世帯）

2014年 9月

登録全世帯
（聞取り総数 560 / 659世帯）

食料支援世帯(経済的貧困世帯)
（聞取り総数 88 / 88世帯）
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2012年 → 2013年 → 2014年

食料支援世帯(経済的困窮世帯)のみで
頼み事をできる人の有無の比較

◆700世帯のうち150世帯(約2割)が生活困窮状態であった
◆盛岡に避難している世帯のうち支援物資を取りに来ている経済的困窮世

帯は1割(15世帯程度)しか受取りにくる事ができていなかった。
（取りに来ている9割は経済的困窮ではなかった、また困窮世帯の中でも
比較的状況が良い世帯であった)

食料支援世帯(経済的困窮世帯)
聞取り総数 119/136世帯

食料支援世帯(経済的困窮世帯)
聞取り総数 106/116世帯

食料支援世帯(経済的困窮世帯)
聞取り総数 88/88世帯
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企業
・

市民

行政
・

社協

フードバンク岩手
・

NPO等

市民が市民を支え
合う仕組み
市民活動

現状では
接点が
少ない

(出口になる)

協働・連携
入口にも出口にもなる

多様な
課題

単独では解決できない多様な課題に対する協働連携体制作りが大切

【 多様な支援機関や法人団体等と

フードバンク岩手との必要な関係イメージ 】
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【 フードバンク岩手
子ども応援プロジェクト 】

子どもがいる世帯で食品を必要とし

ているご家庭にむけて、給食のない

長期休みなどに集中的に食料品をご

家庭に配送し、長期休み中の子ども

たちの成長を助けることを目的として

おります。

2021年度1075世帯3757人へ長

期休み期間中に食品の詰合わせを

発送、送付した食品重量合計

12929.56㎏

(1世帯あたり12.03㎏)

【 これからの支援に求められるもの ～対処療法からツールへ～ 】
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【 こども応援プロジェクト 世帯構成 】 n=679世帯

母子世帯 父子世帯
同居者がいる

母子世帯
同居者がいる

父子世帯
両親がいる世帯

同居者がいて
両親もいる世帯

488 28 56 3 80 24

71.9% 4.1% 8.2% 0.4% 11.8% 3.5%

・約85%が一人親世帯で多くが非正規雇用
・介護を抱えている一人親世帯
・子どもが多い世帯
・両親はいるが病気を抱えている世帯

未就学/男 小学生/男 中学生/男 15～19/男 20代男 30代男 40代男 50代男 60代男 70代男 80以上男

55 286 238 113 13 52 56 18 10 9 0

未就学/女 小学生/女 中学生/女 15～19/女 20代女 30代女 40代女 50代女 60代女 70代女 80以上女

46 265 200 108 28 281 287 48 39 22 4

【年代構成】

母子1 母子2 母子3 母子4 父子1 父子2 父子3 祖母2

22 29 10 3 4 6 2 1

17.5% 23.0% 7.9% 2.4% 3.2% 4.8% 1.6% 0.8%

同1母子1 同1母子2 同2母子1 同2母子4 同1父子3 同1父子4

3 7 2 1 1 1

2.4% 5.6% 1.6% 0.8% 0.8% 0.8%

両親2 両親3 両親4 両親5 両親6 両親7 同1両親1 同1両親3 同2両親1 同2両親2 同2両親4 同3両親3

12 6 5 2 1 1 2 1 1 1 1 1

9.5% 4.8% 4.0% 1.6% 0.8% 0.8% 1.6% 0.8% 0.8% 0.8% 0.8% 0.8%
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【 フードバンク岩手こども応援プロジェクト2021(A市) 】

困ったとき頼み事をできる人が「いる?」「いない?」

「いる」と回答した人の困ったときの相談先は? 複数回答可

いる

598世帯

85.7%

いない

91世帯

13.0%

無記入,9世帯,1.3%

1 2 3

相談機関 市役所 社協 学校 病院 民生委員 NPO 家族 知人/友人 職場 無記入

28 29 36 91 38 40 10 432 349 73 32

4.0% 4.2% 5.2% 13.0% 5.4% 5.7% 1.4% 61.9% 50.0% 10.5% 4.6%
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現在どのようなことで困っていますか？

【 フードバンク岩手こども応援プロジェクト2021(A市) 】

（※1世帯あたりが抱えている困りごとは2.45種類あった）複数回答可

お金 進学 仕事 学習 子育て 住まい 自分の病気 子の病気 家族の病気 不登校 介護 学校 いじめ 困っていない

491 255 229 158 147 141 83 74 34 33 22 19 16 56

70.3% 36.5% 32.8% 22.6% 21.1% 20.2% 11.9% 10.6% 4.9% 4.7% 3.2% 2.7% 2.3% 8.0%
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◆困ったときに頼み事を出来る人はいる（つもりでいる）
◆（しかし…）フォーマルなところにはつながっていない
◆子育て世帯は1世帯あたり2.45個の悩みを抱えていた
◆自分の課題や悩み事の相談先は知らない人が多い

【 フードバンク岩手こども応援プロジェクト2021(A市) 】

自分が生活で困ったときの相談先を
「知っている？」「知らない？」

N=683
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【 アンケートの声 】

・子供だけで自宅に居る時間が多いのが心配 ・子どもの歯の矯正などしてあげられない

・子どもたちの喜ぶ顔が見たいが何もしてあげられない ・新しい服も買ってあげられない

・進学に伴う出費（制服や体操着など） ・同時に進学を控え、どうしたら良いかわからない

・習い事に通わせてあげる事ができない ・子は大学進学を望んでいるが金銭的に無理

・ローンも組めず私立高校だと入学費が準備できない ・部活動費を捻出できない

・子どもが成長し食費がかかるようになり自分は子どもの残りがあれば食べている

食費がかかる、給食費も払えない、野菜を買えない ・今後どのくらいお金がかかるか不安

・生活保護を受けたいが受けられない ・親の年金とパートを合わせて月12万程度

・子どもの病気、家族の病気や介護、医療費や薬代

・保険に入ることもできず病気になったときが心配

・一人親家庭で両親の介護と子育て ・老後の自分の事

・両親もおらず自分に何かあった時に子どもが心配

・公営住宅に住みたいが保証人を頼める人がいない、引越し費用がない

・病気のとき看てくれる人がいない為仕事を休んでいる

一般的な家庭ではできている事が出来ない悩み

進学に伴う出費等の悩み

生活費や低収入の悩み

子どもや自分自身の障害や病気の悩み

社会的な孤立の悩み

介護の悩み
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【 少しの違いが将来大きな差を生む 】
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ネガティブに毎日の生活をおくると・・・

365日

０．９９の法則 ０．９９ ＝ ０．０３

ポジティブに毎日の生活をおくると・・・

365日

１．０１の法則 １．０１ ＝ ３７．８

フードバンク岩手子ども応援プロジェクトの2021年度では

151世帯が支援機関につながった。



【 施設等での フード ドライブ(常設型) 】

食品ロスなど何らかの理由で売れなくなったものや、戸棚に入ったままの
眠っている食べ物などをフードバンク岩手を通じて、地域の児童施設・生活
に困っている人たちなどにお渡しする活動です。

募集している食品

おかず類（缶詰・レトルト食品）・麺類・調味料・保存食

お米・インスタント食品・ふりかけ・飲料・贈答品・お菓子

粉ミルク・離乳食・など（賞味・消費期限が最低１ヵ月以上残っているもの）
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社内フードドライブ（職場型/イベント型）

イベントフードドライブ

食品ロスなど何らかの

理由で売れなくなったも

のや、戸棚に入ったまま

の眠っている食べ物な

どを、社員や職員がもち

より会社や団体として集

めフードバンク岩手を通

じて、地域の児童施設・

生活に困っている方々

へお渡しする活動です。
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【ボランティアの広がり】
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「もったいない」を
「ありがとう」に。

フードバンクの認知度100%へ

岩手や東北各地・全国の
ステークホルダーと連携協働協力し
市民の社会参加者率を向上させ

「助けて」「大丈夫!?」が言いやすい
社会や地域を！
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少しのつまずきで困窮する事があるなら
やりなおすきかっけもいっぱいある社会や地域を。

誰もが困窮する事があるなら
誰もが支援者となれる社会や地域を。

ありがとうございました。


